
～ 宮城県石巻北高校で出前授業を開催しました ～ 
 

東北農政局経営支援課 

 

平成 30年 12月 7日（金）、宮城県石巻北高等学校において、総合学科食農系列の 3年生の皆さ

んを対象に、出前授業を開催しました。 

この出前授業は、農業を勉強している高校生の皆さんに職業としての農業に魅力を感じてもら

うため、東北農政局が開催したものです。今回は、大崎市でナス、ミニトマト等を生産している、

青年農業者の氏家直子さんに講師をお願いしました。 

授業ではまず氏家さんから、 

○ 就農したばかりの時は栽培例の少ないラズベリーを栽培してい

たこともあり、経営が上手くいっていませんでした。その経験から、

今はナスやミニトマトの生産を主とした、自分ができる範囲の経営

をするよう心がけています。 

○ 地元のスーパーで久しぶりに会った知り合いから作ったナスを

褒められ励みになったことや、震災の時に周囲の農家のおかげで

普段通りに野菜を食べられたことなどから、地元を大事にした、

地元に根差した農業を続けていきたいと思っています。 

○ 自分で決めて始めたことが上手くいかず悩むことがあると思い

ます。その時は、誰かにやれと言われたわけではなく自分が選ん

だことだと思いながら、でも自分を責めないで頑張って欲しいと

思います。 

と、お話をしていただきました。 

講演の後に生徒から質問があり、 

（生徒）「これから取り組みたいことはありますか。」 

（氏家）「これからも、堅実に消費者が求めるものを作っていきたいと思います。あとは、新しい

ことに踏み出すかどうか悩んでいるところです。」 

（生徒）「氏家さんが卒業した宮城県農業大学校では海外での研修があると聞きましたが、日本と

海外の農業の違いは何ですか。」 

（氏家）「アメリカへ 10泊の研修に行きましたが、とに

かく規模が違い、ダンプカーのようなトラッ

クにトマトを山積みにして出荷していまし

た。これから輸出入なども増えてくると思い

ますが、一度海外の様子を見ることは強みに

なると思います。」 

など、自分の経験を踏まえた回答やメッセージをいた

だきました。 

出前授業の様子 

講演中の氏家直子さん 


